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県内図書館めぐり─ Part Ⅱ　② ─

　　久米町立図書館

　
久
米
町
は
岡
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
津
山
盆
地
の

西
部
に
位
置
す
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
美
し

い
町
で
す
。

　
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
調
和
の
と
れ
た
潤
い

と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
造
ら
れ
た

総
合
文
化
運
動
公
園
内
に
、
レ
ン
ガ
造
り
の
塔
の

形
を
し
た
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
五
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
当

時
は
県
北
の
町
村
で
は
初
め
て
の
本
格
的
図
書
館

と
し
て
、
地
域
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
大
勢
の
人

た
ち
の
期
待
と
熱
い
ま
な
ざ
し
を
受
け
ま
し
た
。

「
暮
ら
し
の
中
へ
図
書
館
を
」
と
呼
び
掛
け
な
が

ら
、
生
涯
学
習
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
町

民
の
一
人
ひ
と
り
に
図
書
館
と
本
の
す
ば
ら
し
さ

を
広
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
を
中
心
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

紙
芝
居
、
人
形
劇
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

等
の
会
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
他
に
は
、
二
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
使
っ

て
展
覧
会
等
を
数
多
く
催
し
て
い
ま
す

が
、
こ
ち
ら
は
町
民
の
発
表
の
場
と
し

て
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
所
在
地
　
〒
七
〇
九
│
四
六
〇
三

　
　
　
　
　
久
米
郡
久
米
町
中
北
下
一
二
七
一

　
電
　
話
　（
〇
八
六
八
）五
七
│
三
四
四
四

　
蔵
書
冊
数
　
約
二
万
七
千
冊

　
貸
出
冊
数
　
約
二
万
八
千
冊

　
（
町
民
一
人
当
た
り
約
三
、
五
冊
）
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ま
で
の
、
五
人
の
方
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
著
作
も
当
文
化
セ
ン

タ
ー
郷
土
資
料
室
に
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
講
座
へ
の
参
加
と
共
に
、
こ
れ
ら

の
著
作
に
も
目
を
通
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

◇
募
集
要
項

一
、
講
座
日
程

　
　
左
記
日
程
の
と
お
り
。

二
、
受
講
資
格

　
　
原
則
と
し
て
六
十
歳
以
上
で
通
学

可
能
で
あ
る
こ
と
。

三
、
受
講
受
付

　
当
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
お
か
や
ま
長
寿
学
園
「
書

物
で
た
ど
る
岡
山
」
講
座
を
開
講
し
ま

す
。
講
座
の
概
要
・
募
集
要
項
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
講
座
の
概
要

　
講
座
の
内
容
は
、
昨
年
度
と
同
様
、

郷
土
岡
山
に
つ
い
て
執
筆
さ
れ
た
方
々

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
一
冊
の
著

作
物
か
ら
、
そ
の
本
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
よ
り
も
更
に
各
講

座
の
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
一
講
座
時
間
を
ゆ
と
り
の
あ
る

三
時
間
と
し
、
先
生
方
と
の
交
流
も
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
講
師
の
先
生
方
は
、
古
代
か
ら
近
代

　
　
五
月
中
旬
か
ら
六
月
五
日
（
金
）

ま
で
。

四
、
受
講
者
定
員

　
　
六
十
名

　
　
＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
当
館

で
抽
選
の
上
、
決
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

五
、
連
絡
先

　
　
岡
山
市
天
神
町
八
│
五
四

　
　
℡（
〇
八
六
）二
二
四
│
一
二
八
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
二
三
八

　
　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
奉
仕
課
郷
土
資
料
室

期間：平成10年10月6日（火）～11月4日（水）�
会場：岡山県総合文化センター第一会議室�

平成10年度　おかやま長寿学園�

講座の様子（平成９年度）

日　時
各13：30
～16：30

10／６c

10／14d

10／21d

10／28d

11／４d

講　　師

西川　宏氏

時任英人氏

松本幸子氏

三好基之氏

高見　茂氏

講　　義　　名（仮題）

近代の戦争と岡山

～『ラッパ手の最後』より

未完の政治改革者としての犬養毅

～『犬養毅　リベラリズムと

ナショナリズムの相剋』より

私が書いてきた歴史上の人物たち

～『女たちの備前岡山城』より

『美作太平記』を読む

吉備真備とその時代

　～『吉備真備』より

講　座　日　程�
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文
化
セ
ン
タ
ー
合
唱
団

　
　
定
期
演
奏
会

　
文
化
セ
ン
タ
ー
合
唱
団
（
団

長
井
上
真
澄
）
の
定
期
演
奏
会
を
、
来

る
五
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
六
時
三

十
分
か
ら
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
演
奏
会
は
、
歌
う
こ
と
を
通
し

て
生
活
に
潤
い
を
持
た
せ
る
こ
と
を
主

な
目
的
に
昭
和
四
十
年
に
結
成
さ
れ
、

活
動
を
続
け
て
き
た
合
唱
団
の
練
習
成

果
を
発
表
す
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
一

年
の
第
一
回
か
ら
数
え
て
、
今
回
で
第

三
十
三
回
に
な
り
ま
す
。

　
第
一
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
作
曲
家

た

は
ら

ひ
ろ
し

「
田
原
　
碩
　
作
品
集
」
か
ら
「
ま
つかき

り
ず
し
の
歌
」
他
六
曲
を
、
指
揮
・
柿

も
と
ゆ
き
の
り

み

よ
し

し

ま

本
幸
徳
、
ピ
ア
ノ
・
三
吉
史
真
に
よ

り
、
御
披
露
い
た
し
ま
す
。

　
続
く
第
二
ス
テ
ー
ジ
は
、
長
渕
剛
・

井
上
陽
水
他
に
よ
る
六
曲
を
、
「
乾

杯
〜
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
〜
」
と
題
し
、

な
か
や
ま
ひ
と
し

お
お
つ
か
し
ず

え

指
揮
・
中
山
斉
・
ピ
ア
ノ
・
大
塚
静
江

で
、
お
聞
か
せ
し
ま
す
。

　
最
後
の
第
三
ス
テ
ー
ジ
は
、
再
び
、

指
揮
・
柿
本
幸
徳
、
ピ
ア
ノ
・
三
吉
史

真
に
戻
り
、
混
成
合
唱
組
曲
「
水
の
い

の
ち
」
全
五
曲
で
す
。
約
二
時
間
の
さ

わ
や
か
な
歌
声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
多
数
の
方
の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

おしらせ�

　
古
川
古
松
軒

　
「
百
聞
は
一
見
に
及
ば
ず
」
。
古
松

軒
の
著
作
に
し
ば
し
ば
見
え
る
言
葉
で

あ
る
。
古
川
古
松
軒
は
何
よ
り
も
自
ら

の
目
で
見
る
こ
と
を
重
ん
じ
た
実
証
の

人
で
あ
っ
た
。

　
古
川
古
松
軒
は
享
保
十
一
年
（
一
七

二
六
）
今
の
総
社
市
新
本
に
生
ま
れ

た
。
八
歳
の
時
母
勝
を
失
っ
た
こ
と
、

二
十
歳
の
こ
ろ
京
都
に
住
ん
だ
こ
と
以

外
、
若
い
こ
ろ
の
古
松
軒
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。
い
つ
の
こ

ろ
か
ら
か
、
現
在
の
真
備
町
岡
田
に
移

り
、
「
仲
屋
」
と
い
う
薬
屋
を
営
ん
だ

が
、
四
十
歳
半
ば
の
こ
ろ
に
は
、
博
奕

に
ふ
け
っ
た
り
、
代
金
不
払
い
で
大
坂

の
薬
問
屋
か
ら
訴
え
ら
れ
る
な
ど
、
そ

の
生
活
は
決
し
て
安
定
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
自
ら
「
遅
ま
き
の
人
」
と
い
う
よ
う

に
、
「
西
遊
雑
記
」・「
東
遊
雑
記
」
な

ど
、
古
松
軒
の
名
を
有
名
に
し
た
著
作

は
す
べ
て
五
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
も

の
で
あ
る
。
「
西
遊
雑
記
」
は
五
十
八

歳
の
時
、
一
人
で
九
州

を
巡
っ
た
旅
の
紀
行
。

幕
府
巡
見
使
に
随
行
し

て
江
戸
か
ら
蝦
夷
地
に

至
り
、
紀
行
「
東
遊
雑

記
」
を
著
し
た
は
六
十

三
歳
の
天
明
八
年
（
一

七
八
八
）
で
あ
っ
た
。

幕
府
巡
見
使
に
随
行
し

て
蝦
夷
地
へ
行
く
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
松
平

定
信
の
家
臣
小
笠
原
若

狭
守
の
侍
医
松
田
魏
楽

の
養
子
に
な
っ
て
い
た
長
男
護
孝
（
魏

丹
）
の
つ
て
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
、
古
松
軒

は
幕
府
勘
定
奉
行
か
ら
武
蔵
国
の
地
理

調
査
を
命
じ
ら
れ
た
。
六
十
九
歳
で

あ
っ
た
。
翌
年
地
図
と
報
告
書
を
提
出

し
、
首
尾
よ
く
任
務
を
果
し
て
帰
郷
し

た
古
松
軒
に
郷
里
の
岡
田
藩
主
は
苗
字

帯
刀
を
許
可
し
て
い
る
。
古
稀
に
あ
た

る
こ
の
年
の
秋
、
古
松
軒
は
有
井
（
現

真
備
町
）
に
草
庵
を
む
す
び
、
「
竹

亭
」
と
号
し
て
こ
こ
に
隠
棲
、
文
化
四

年
（
一
八
〇
七
）
八
十
二
歳
で
没
し
た
。

　
古
川
古
松
軒
の
著
作
に
は
「
西
遊
雑

記
」
「
東
遊
雑
記
」
を
は
じ
め
「
東
行

雑
記
」
「
帰
郷
し
な
の
噺
」
な
ど
紀
行

の
ほ
か
、
著
名
な
合
戦
の
場
を
訪
れ
て

武
将
の
戦
略
を
分
析
し
た
「
御
六
戦

志
」
な
ど
合
戦
の
分
析
書
、
地
図
も
多
い
。

　
こ
れ
ら
古
松
軒
の
著
作
に
共
通
す
る

の
は
、
実
地
を
重
ん
じ
る
実
証
的
な
観

察
態
度
で
あ
る
が
、
今
一
つ
古
松
軒
の

著
作
を
特
色
づ
け
る
の
は
各
種
の
ス

ケ
ッ
チ
類
で
、
そ
れ
は
真
を
写
し
て
妙

で
あ
る
。
こ
れ
が
著
作
の
資
料
と
し
て

の
価
値
を
高
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
古
川
古
松
軒
が
意
外
に
知
ら
れ
な
い

の
は
江
戸
時
代
に
著
作
が
出
版
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
地
元
岡
山
で
必
ず

し
も
知
名
度
が
高
い
と
い
え
な
い
の
は

県
内
に
関
係
す
る
著
作
が
少
な
い
た
め

で
あ
ろ
う
。

　
本
館
で
閲
覧
で
き
る
古
松
軒
の
著
作

は
、
「
西
遊
雑
記
」
・
「
東
遊
雑

記
」
・
「
四
神
地
名
録
」
・
「
古
川
反

古
」
・
「
吉
備
之
志
多
道
」
・
「
八
丈

島
筆
記
」
な
ど
近
代
以
降
に
刊
行
さ
れ

た
著
作
で
あ
る
が
、
「
日
記
・
雑

記
」
・
「
紀
行
都
の
塵
」
・
「
東
行
雑

記
」
・
「
帰
郷
し
な
の
噺
」
・
「
四
国

道
之
記
」
な
ど
未
刊
の
著
作
を
紹
介
し

た
岡
山
県
立
博
物
館
の
『
研
究
報
告
』

や
古
松
軒
の
和
歌
を
集
め
た
渡
辺
知
水

の
『
古
松
軒
歌
集
』
も
あ
る
。

　
ま
た
、
古
松
軒
を
紹
介
し
た
文
献
に

は
、
『
古
川
古
松
軒
』
・
『
わ
た
し
た

ち
の
ふ
る
さ
と
「
総
社
」
誇
り
に
思
う

人
々
』
・
『
総
社
市
人
物
風
土
記
』
・

『
郷
土
に
か
が
や
く
人
々
』
・
『
思
想

の
流
れ
』
・
『
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

て
』
下
巻
・
『
岡
山
県
史
』
近
世
Ⅲ
な

ど
の
ほ
か
、
雑
誌
『
倉
敷
春
秋
』
・

『
高
梁
川
』
・
『
温
古
』
な
ど
多
数
が

あ
る
が
、
『
吉
備
郡
史
』
下
巻
は
、
多

く
の
関
係
資
料
を
収
録
し
て
、
古
松
軒

研
究
の
基
本
図
書
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

#8

古川古松軒画像（部分）
市立函館図書館蔵
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(2

の
参
考
図
書�

当
館�

う
　
ち�

1997 )

　
果
て
し
な
い
氷
の
中
を
勇
敢
に
生
き

る
北
極
グ
マ
た
ち
・
・
。
こ
の
書
は
、

そ
の
親
子
の
生
活
を
追
っ
た
写
真
集
で

あ
る
。
北
極
の
四
季
の
美
し
さ
と
と
も

に
、
彼
ら
の
愛
ら
し
さ
に
読
者
は
魅
せ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

◇ T
h

e
 L

o
tu

s
 S

e
e

d
 ( S

h
erry

G
arland. Illust by T

aturo K
iuchi /

H
ercourt  B

race  &
  C

om
pany /

1993 )

　
こ
れ
は
、
ボ
ー
ト
・
ピ
ー
プ
ル
（
難

民
）
と
し
て
異
国
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た

あ
る
家
族
の
物
語
で
あ
る
。
祖
国
ベ
ト

ナ
ム
の
沼
地
に
咲
く
華
麗
な
ハ
ス
の

花
。
そ
の
花
の
種
を
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
は
つ
ら
い
時
や
さ
み
し
い
時
、

そ
っ
と
取
り
だ
し
て
は
握
り
し
め
、
ま

た
勇
気
を
ふ
る
っ
て
家
族
の
た
め
に
働

い
た
。
や
が
て
そ
の
種
か
ら
花
が
咲

き
、
新
し
い
種
は
孫
た
ち
に
手
渡
さ
れ

て
い
く
。
平
易
な
言
葉
で
淡
々
と
語
ら

れ
て
い
る
が
、
人
に
と
っ
て
祖
国
と

は
、
そ
し
て
家
族
と
は
何
な
の
か
を
問

い
か
け
て
く
る
作
品
で
あ
る
。

◆
地
域
研
究
・
郷
土
資
料
図
書
目
録
全

三
巻
（
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
　
一
九

九
七
）

　
本
書
は
、
明
治
期
か
ら
現
在
ま
で
に

刊
行
さ
れ
た
日
本
全
国
の
地
方
史
・
自

然
史
な
ど
、
地
域
研
究
に
役
立
つ
図
書

約
五
万
点
を
収
録
し
た
図
書
目
録
で
あ

る
。
上
巻
（
北
海
道
・
東
北
・
関
東

篇
）
・
中
巻
（
中
部
・
近
畿
篇
）
・
下

巻
（
中
国
・
四
国
・
九
州
篇
／
索
引

篇
）
の
三
巻
か
ら
成
る
。

　
見
出
し
に
は
、
地
方
自
治
体
の
名
称

を
用
い
、
配
列
は
全
国
地
方
公
共
団
体

コ
ー
ド
の
順
。
収
録
し
た
図
書
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
書
誌
情
報
が
記
さ
れ

て
い
る
。

　
索
引
は
、
自
治
体
・
書
名
・
著
者
別

と
三
種
あ
り
、
検
索
の
便
が
図
ら
れ
て

い
る
。

◆
対
訳
日
本
事
典
（
講
談
社
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
　
一
九
九
八
）

　
日
本
を
海
外
に
紹
介
す
る
に
は
、
ま

ず
日
本
そ
の
も
の
に
つ
い
て
知
り
、
そ

れ
を
英
語
で
ど
う
表
現
す
る
か
と
い
う

点
が
問
題
と
な
る
。
本
書
は
、
日
本
の

文
化
か
ら
歴
史
、
最
新
情
勢
ま
で
を
英

日
対
訳
に
よ
っ
て
解
説
し
た
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
事
典
で
あ
る
。

　
全
体
は
七
分
野
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
概
説
項
目
か
ら
専
門
項
目
へ
配
列

し
て
い
る
。
各
項
目
に
は
、
写
真
・
図

表
も
多
数
掲
載
し
、
視
覚
的
な
理
解
も

得
や
す
い
。

　
巻
末
に
は
、
日
本
国
憲
法
・
条
約
・

日
本
史
年
表
な
ど
が
付
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
も
全
て
日
英
併
記
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

◆
デ
ザ
イ
ナ
ー
人
名
事
典
（
日
外
ア
ソ

シ
エ
ー
ツ
　
一
九
九
八
）

　
都
市
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
・
カ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
な

ど
、
今
日
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
呼
ば
れ
る

人
々
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
。
本
書
は
、
現
在
活
躍
中
の
人
物

を
中
心
に
、
様
々
な
分
野
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
約
四
千
人
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
取
り
上
げ
た
人
物
は
、
手
工
芸
・
服

飾
・
商
業
・
生
活
空
間
と
い
っ
た
専
門

分
野
に
分
け
ら
れ
る
。
見
出
し
は
人
名

の
五
十
音
順
。
各
項
目
で
は
、
「
生
没

年
月
日
」
「
資
格
」
「
代
表
者
」
な
ど

の
略
歴
の
他
、
連
絡
先
も
記
載
さ
れ
て

い
る
。

◇ C
elebration! C

hildren just Like
M

e ( W
ritten by A

nabel K
indersley,

P
hoto by B

arnabas K
indersley /

D
K

 Publishing / 1997 )

　
イ
ン
ド
の
ホ
ー
リ
ー
祭
、
ス
ウ
ェ
ー

ひ
な

デ
ン
の
ル
シ
ア
祭
り
、
日
本
の
雛
祭
り

な
ど
、
世
界
中
の
子
供
た
ち
が
自
分
の

国
の
お
祭
り
や
祝
日
を
紹
介
し
て
い

る
。
豊
富
な
写
真
と
と
も
に
、
詳
し
い

説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
参
考
図
書
と

し
て
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

◇ P
icture of the H

eart :
    T

h
e

 H
ya

ku
n

in
 Issh

u
 in

 W
o

rd
a

n
d

 Im
a

g
e ( Joshua S

. M
ostow

 /
U

niversity of H
aw

aii Press / 1996 )

　
歌
が
る
た
と
し
て
庶
民
の
あ
い
だ
で

受
け
つ
が
れ
、
現
代
も
な
お
広
く
親
し

ま
れ
て
い
る
百
人
一
首
。
こ
の
書
は
、

か
る
た
絵
と
と
も
に
歌
の
訳
と
鑑
賞
が

な
さ
れ
て
い
る
。
歌
人
の
心
に
深
く
入

り
こ
ん
だ
鑑
賞
は
、
い
に
し
え
の
人
々

の
風
雅
や
み
や
び
や
か
さ
を
読
者
に
味

あ
わ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

◇ P
olar D

ance : B
orn of the N

orth
W

in
d

 
( P

h
oto by T

h
om

as D
.

M
a

n
g

elsen
. 

S
to

ry
 

b
y

 
F

red
B

ruem
m

er / Im
age of N

ature /

外
国
語
資
料
紹
介
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地
方
分
権
・
地
方
の
時
代
と
云
わ

れ
、
各
地
域
と
も
図
書
館
等
に
収
納
さ

れ
て
い
る
歴
史
的
資
料
を
は
じ
め
と
し

て
膨
大
な
文
献
の
調
査
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
中
か
ら
、
そ
の
地
域
の
特
性

を
発
見
し
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
研
究

が
開
始
さ
れ
、
町
づ
く
り
の
柱
の
一
つ

と
し
て
何
を
取
り
あ
げ
る
か
が
、
議
論

さ
れ
、
こ
れ
が
ま
と
め
ら
れ
施
策
と
し

て
打
ち
出
さ
れ
て
く
る
。
従
っ
て
、
こ

の
施
策
は
地
域
住
民
一
体
と
な
っ
た
事

業
と
し
て
推
進
さ
れ
る
。

　
高
梁
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
、
備
中
松
山
城

は
中
世
の
遺
構
を
残
し

た
近
世
式
山
城
と
し
て

歴
史
的
価
値
が
高
く
、

現
存
し
て
い
る
天
守
、

二
重
櫓
、
土
塀
の
一
部

は
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
全
国
五
十
二
城
郭
の
う

ち
、
国
宝
（
四
）
、
国
重
文
（
八
）
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
注

目
し
て
、
三
十
数
年
前
か
ら
青
年
会
議

所
を
は
じ
め
と
し
た
諸
団
体
が
協
力
し

て
、
大
手
門
の
復
元
を
目
指
し
て
、
運

動
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

　
平
成
の
時
代
に
入
り
、
本
格
的
検
討

を
行
う
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
整
備
委

員
会
が
結
成
さ
れ
、
調
査
、
研
究
が
深

め
ら
れ
た
。

　
臥
牛
山
、
小
松
山
に
そ
び
え
る
備
中

松
山
城
は
毛
利
輝
之
の
築
城
（
一
五
八

〇
）
に
始
ま
り
、
小
掘
遠
州
（
一
六
〇

八
）
、
水
谷
勝
宗
（
一
六
八
三
）
に
よ

り
完
成
し
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
あ

る
。
慶
長
年
間
を
は
じ
め
と
し
た
絵
図

も
数
枚
あ
り
、
発
掘
調
査
を
は
じ
め
、

古
文
書
の
吟
味
が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和

三
年
、
昭
和
十
五
年
、
昭
和
三
十
五
年

に
天
守
、
二
重
櫓
、
土
塀
、
石
垣
の
解

体
修
理
を
は
じ
め
、
各
種
の
改
修
が
行

わ
れ
て
お
り
、
当
時
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
密

な
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
記
録
も
残
っ

て
い
る
。

　
備
中
松
山
城
に
対
す
る
先
人
の
思
い

と
努
力
が
身
に
し
み
る
と
と
も
に
、
図

書
館
、
資
料
館
を
中
心
と
し
て
、
常
に

資
料
収
集
に
励
み
、
厳
重
に
保
管
さ
れ

て
い
た
事
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
。

　
当
初
は
、
大
手
門
の
復
元
を
目
指
し

て
検
討
が
進
め
ら
れ
、
発
掘
調
査
、
絵

図
、
古
文
書
の
研
究
に
よ
り
、
平
面
は

割
り
出
さ
れ
た
が
、
玄
面
に
つ
い
て
は

推
測
の
域
を
出
な
い
部
分
が
あ
る
た

め
、
あ
く
ま
で
史
実
に
忠
実
に
復
元
す

る
こ
と
を
目
標
に
明
治
三
十
二
年
（
一

八
八
九
）
の
写
真
の
現
存
し
て
い
る
第

五
の
平
櫓
、
第
六
の
平
櫓
と
土
塀
（
一

九
八
メ
ー
ト
ル
）
の
復
元
を
計
画
し

た
。

　
文
化
庁
の
復
元
検
討
委
員
会
、
第
三

専
門
調
査
部
会
、
文
化
財
保
護
審
議
会

の
検
討
、
審
議
を
経
て
、
平
成
七
年
二

月
復
元
工
事
に
着
手
し
、
平
成
九
年
三

月
に
上
下
水
道
、
ト
イ
レ
棟
を
含
め
、

本
丸
城
郭
の
復
元
が
完
成
し
、
江
戸
時

代
西
国
唯
一
の
佐
幕
の
雄
藩
の
象
徴
、

備
中
松
山
城
の
本
丸
が
現
在
は
、
江
戸

時
代
の
姿
そ
の
ま
ま
に
臥
牛
山
頂
に
そ

び
え
て
い
る
。

　
復
元
工
事
の
完
成
後
、
音
声
に
よ
る

説
明
機
器
、
解
説
板
標
識
、
登
城
道
の

整
備
を
開
始
し
、
天
守
及
び
第
六
の
平

櫓
内
の
展
示
の
充
実
を
図
り
、
登
城
者

の
歴
史
学
習
の
参
考
と
な
る
よ
う
事
業

が
実
施
さ
れ
た
。

　
備
中
松
山
城
の
特
徴
の
一
つ
は
中
世

か
ら
近
世
の
史
跡
が
と
も
に
臥
牛
山
頂

に
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、

中
世
か
ら
近
世
の
城
郭
の
推
移
が
学
習

で
き
る
よ
う
に
、
平
成
十
年
度
か
ら
臥

牛
山
大
松
山
に
あ
る
中
世
の
遺
構
が
整

備
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
備
中
松
山
城
復
元
の

第
一
期
工
事
は
完
了
し

た
が
、
続
い
て
、
第
八

の
平
櫓
、
大
手
門
の
復

元
を
目
指
し
て
、
次
の

研
究
は
開
始
さ
れ
て
い

る
。

　
備
中
松
山
城
本
丸
城

郭
復
元
後
、
一
年
を
経
過
し
、
登
城
者

も
倍
増
し
、
備
中
高

梁
駅
東
に
完
成
し
た

文
化
交
流
館
（
歴
史

美
術
館
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
複
合
施

設
）
の
二
階
の
歴
史

美
術
館
内
の
歴
史
資

料
展
示
室
も
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。

　
備
中
松
山
城
と
と

も
に
、
中
世
か
ら
近

世
を
学
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
研
究
室
で
も
あ

る
。

（
前
高
梁
市
教
育
長
）

友
の
会
だ
よ
り

　
平
成
十
年
度
文
化
セ
ン
タ
ー

　
友
の
会
会
員
の
募
集
に
つ
い
て
Y

　
文
化
セ
ン
タ
ー
友
の
会
で
は
次
の
と

お
り
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
大
勢
の
方

に
ご
入
会
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
費
　
年
額
　
三
千
円

　
　
　
　
特
別
な
行
事
の
場
合
に
は
参

　
　
　
　
加
費
が
必
要
で
す
。

期
間
　
平
成
十
年
六
月
一
日
〜

　
　
　
　
平
成
十
一
年
五
月
三
十
一
日

特
典
　
次
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　
◇
文
化
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
月

送
付
。

　
◇
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
展
覧
会
、

土
曜
劇
場
の
無
料
優
待
。

　
◇
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
室
で
の
各
種

展
覧
会
の
割
引
。

　
◇
友
の
会
主
催
の
次
の
行
事
に
参
加

で
き
ま
す
。

　
　
　
文
化
財
め
ぐ
り
、
県
外
美
術
鑑

賞
旅
行
、
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
、
友

の
会
作
品
展
等

事
務
局
　
岡
山
市
天
神
町
八
│
五
四

　
　
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
総
務
課

　
　
1（
〇
八
六
）二
二
四
│
一
二
八
六

　
入
会
希
望
の
方
、
ご
質
問
等
は
事
務

局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
の
築
城

　
備
中
松
山
城
本
丸
復
元

石
　
井
　
　
　
保
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▼
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て

二
ケ
月
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
四
月
末
現
在
の

ア
ク
セ
ス
数
が
約
五
百
三

十
に
な
り
、
担
当
課
と
し

て
は
こ
の
数
字
が
増
え
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　
と
こ
ろ
で
皆
様
、
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
二
種
類
あ
る
の
を
ご
存
知

で
し
た
か
？

　
ひ
と
つ
は
、
「
電
子
図
書
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究
会
」
の
主
催
す
る
「
デ
ジ

タ
ル
岡
山
大
百
科
」
の
部
分
で
す
。
郷

土
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
図
書
館
部
門
・
文

化
部
門
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
資
料
情
報

で
す
。
ど
う
も
こ
ち
ら
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
魅
力
的
な
情
報
」
が
す
べ
て
で
す

か
ら
、
担
当
者
一
同
、
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
気
合
い
を
入
れ
て

が
ん
ば
り
ま
す
。

ア
ド
レ
ス  http : //w

w
w

. libnet. gr. jp
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抽選月日�

10年�
６月１日�

９月１日�

12月１日�

11年�
３月１日�

曜�

月�

火�

火�

月�

抽選対象利用日�

10年10月１日　�
　　～12月27日�

11年１月５日　�
　　～３月31日�

４月１日　�
　　～６月30日�

７月１日　�
　　～９月30日�

平成10年度ホール�
抽選日のお知らせ�

９：00～　受付�

▼ギャラリー�
期　　　日


５／26～５／31




６／２～６／７



６／９～６／14


６／16～６／21


６／23～６／28



６／30～７／５

催　　　　　　　物

第52回　行　　　　動　　　　展
（巡回展）

�

東 光 会 展 
（巡回展）

�

第50回　朝　陽　書　道　会　展
（巡回展）

第30回　道　　文　　会　　展
岡 山 写 真 家 集 団 展 
第24回　抱　象　会　書　展
岡山独立美術クラブ展(油絵発表展示)
第29回　清　尚　会　書　道　展
第28回　水墨画・閑谷彫芳石会展
第31回　清　　　　美　　　　展
第27回　独立書人団岡山支部展
岡山理科大学学友会文化局写真部学外展�

入　場　料
一　般　600円
学　生　300円

70歳以上・身障者無料
一　般　700円
学　生　500円
老人，中・小生無料
会　員　200円

�
無　　　料

�
無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料
無　　　料

主　　　催　　　者�
�
中四国（岡山）行動美術協会�
�
�

東 光 会 岡 山 支 部 �
�
�

朝 陽 書 道 会 �
�
道 文 書 道 会 �
岡 山 写 真 家 集 団 �
抱 象 会 �
岡 山 独 立 美 術 ク ラ ブ �
清 尚 会 �
芳 石 会 連 合 会 �
ノートルダム清心女子大学美術部�
独 立 書 人 団 岡 山 支 部 �
岡山理科大学学友会文化局写真部�
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※　ギャラリーの開場時間は通常９時から17時です
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催　　　　　　　物

集 会 室 （ ホ ー ル ） 抽 選 会 �
�

演 劇 公 演 「 つ ば さ 」 
（1966年すみれ荘の夏）

�
第291回�
文 化 セ ン タ ー 土 曜 劇 場 �
岡 山 県 高 等 学 校 演 劇 協 議 会 �

ラ イ ブ 演 奏 会 

ピ ア ノ 発 表 会 
ジ ョ イ ン ト コ ン サ ー ト 

時　　間

９：00～12：00�


15：00～17：00
18：00～20：00
14：00～16：00

９：00～17：00�
９：00～20：00�
９：00～16：00�

13：00～17：00

13：00～17：00
13：30～16：00

料　　金

───

一般前1,500
　　当1,700
学生前1,000
　　当1,300

�
無　　料�
�

有　　料
（400円程度）
無　　料
有　　料�

主　　催　　者
岡山県総合文化センター�

総務課文化係�
�

演 劇 工 舎 「 ゆ め 」 
�
�

岡 山 県 総 合 文 化 セ ン タ ー �

�
ギ ル テ ィ ー バ イ ス 研 究 会 

吉 田 ピ ア ノ 教 室 
Porpoise

※　会員…文化センター友の会及び文化振興会会員�

　平成10年�
６ 月 の 催 物 案 内�

岡山県総合文化センター　�
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